
茨木市の指定文化財 
 

茨木市指定文化財 （有形文化財 古文書） 

池上家
いけがみけ

文書
もんじょ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池上家は、摂州嶋下郡粟生村(粟生岩坂=現茨木市／粟生新家・奥・中・川合・外院・

山之口=現箕面市)の村役人(庄屋が主)を勤めた豪農で、その役職により貴重な文書を所

持しています。 

太閤検地から寛文検地への変遷、高槻藩永井氏の藩制、島下郡西北の江戸中期以降の

村政、村生活、諸産業の実態.年貢米や農作物の流通など、文禄４年（１５９５）から

昭和１８（１９４３）までの全般にわたる史料と周辺各村との関係も含まれており、

北摂地方の近世・近代の歴史研究に欠かせない貴重な歴史史料です。 

 

総数１１，７９８点 

＊近世(文禄４年＝１５９５～明治４＝１８７１)９，３８７点 

＊近代(明治４年の廃藩置県後以降)２，４１１点 

◇所 在 地  茨木市東奈良三丁目１２番１８号 （茨木市立文化財資料館） 

◇指 定 番 号  古文書第１号 

◇指定年月日  平成１０年４月１日 

 

文禄４年岩坂村差出名寄

帳 

寛文９年摂州島下郡粟生村検地帳

（） 


